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「
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
63
回

通
常
総
代
会
」
な
ら
び
に
「
第
１

回
全
労
済
九
州
統
括
本
部
鹿
児
島

推
進
本
部
組
合
員
代
表
者
会
議
」

を
７
月
27
日
（
金
）
に
マ
リ
ン
パ
レ

ス
か
ご
し
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
書
面
議
決
・
委
任
を

含
め
、１
９
８
人
の
総
代
の
も
と
、

棈
野
総
代
と
山
下
総
代
を
議
長
団

に
選
出
し
、榮
留
本
部
長（
理
事
長
）

挨
拶
の
後
、２
０
１
７
年
度
推
進
活

動
報
告
、
２
０
１
８
年
度
推
進
活

動
計
画
な
ど
の
議
案
審
議
を
お
こ

な
い
、各
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、役
員
欠

員
に
と
も
な
う
役
員
補
欠
選
挙
の

確
認
が
行

わ
れ
、
下

表
の
と
お

り
新
役
員

が
決
定
い

た
し
ま
し

た
。

【
全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部

              

榮
留
本
部
長
あ
い
さ
つ
】

　

２
０
１
８
年
度
は
、
全
労
済
と
し
て
は
、

４
年
間
の
新
た
な
中
期
経
営
政
策
「N

ew
-

Zetw
ork

」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
推
進
本
部
と
し
て
も
本
部
や
九
州
統
括

本
部
の
計
画
を
踏
ま
え
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
と

の
つ
な
が
り
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
よ
り
深

く
・
長
く
・
広
く
」
す
る
と
と
も
に
、「
お
役

立
ち
発
想
」
と
「
共
創
活
動
」
に
よ
り
、
日
常

の
備
え
か
ら
保
障
相
談
と
最
適
化
提
案
、
共
済

金
支
払
い
な
ど
の
事
後
対
応
ま
で
、
す
べ
て
の

場
面
で
組
合
員
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
と
向
き

合
い
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
、
更
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
各
面
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

私
た
ち
全
労
済
鹿
児
島
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
社
会
貢
献
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
た

す
け
あ
い
の
全
労
済
」
と
し
て
、
な
お
一
層
、

組
合
員
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
に
安
心
を
与

え
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
協
力
と

取
り
組
み
を
お
願
い
し
、
総
代
会
・
代
表
者
会

議
開
催
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

鹿児島県労働者共済生活協同組合
全労済九州統括本部鹿児島推進本部

第63回通常総代会および第1回組合員代表者会議を開催

榮留本部長（理事長）

■
本
部
長

　
　

榮
留　

道
夫

■
事
務
局
長

　
　

梶
原　

健
児

■
代
表
委
員

　
　

大
浦　

弘
美

　
　

猪
鹿
月
弘
行

　
　

岡　
　

良
二

　
　

池
田　

耕
造

　
　

畑
中　

和
広

　
　

下
町　

和
三

　
　

百
武　

啓
二

　
　

石
田　

則
行

　
　

田
中　

廣
太

　
　

池
田　

裕
介

　
　

柳
原　

祐
也

　
　

長
田　

恭
枝

　
　

山
田
た
ま
き

　
　

村
屋　

高
広

　
　

大
野　

道
治

　
　

岩
切　

真
二

　
　

三
浦　

辰
男

　
　

外
山　

浩
己

　
　

髙
田　

博
憲

　
　

須
納
瀬　

稔（
新
任
）

　
　

古
殿　

義
輝（
新
任
）

　
　

川
井
田
新
一（
新
任
）

　
　

福
森　

茂
広

　
　

馬
場　

淳
一

　
　

和
泉　

貴
之（
新
任
）

全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部

代
表
委
員

鹿児島県労働者共済生活協同組合の役員は、全労済鹿児島推進本部の役員を兼務することとなっています。
※「理事長」→「本部長」　「専務理事」→「事務局長」　「理事・監事」→ ｢代表委員｣ を兼務。

【
敬
称
略
：
順
不
同
】

▼
お
盆
を
過

ぎ
夏
休
み
も

終
盤
戦
。「
今

の
子
ど
も
た

ち
は
、
何
を

し
て
過
ご
し

て
い
る
の
か
な
ぁ
」
と
ふ
と

思
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
・
部
活

動
・
夏
祭
り
・
六
月
灯
・
家

族
旅
行
な
ど
は
『
定
番
』
で
、

休
み
が
終
わ
り
に
近
づ
け
ば
、

宿
題
な
ど
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
返

す
▼
年
に
１
回
の
子
ど
も
に

と
っ
て
楽
し
く
、
有
意
義
な
思

い
出
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ

の『
超
大
型
』の
夏
休
み
が『
大

型
』
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
▼
ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し

や
小
学
校
で
の
英
語
授
業
導

入
な
ど
に
よ
る
授
業
時
間
の

確
保
で
、
短
縮
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
る
。
共
働
き
や
ひ

と
り
家
庭
が
増
え
て
い
る
現

状
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も

「
あ
り
」
な
の
か
も
し
れ
な
い

▼
だ
が
、『
超
大
型
』
が
定
着

し
た
社
会
、「
千
年
酷
暑
」
の

時
代
に
そ
う
簡
単
に
短
縮
で

き
る
の
か
。
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
先
生
の
長
時
間
労
働

も
短
縮
す
る
こ
と
で
解
決
で

き
る
の
か
▼
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
本
来
の
夏
休
み
の

意
義
を
社
会
全
体
で
真
剣
に

考
え
る
べ
き
時
期
が
来
て
い

る
よ
う
だ
。
と
も
あ
れ
、
残
り

わ
ず
か
。
宿
題
の
追
い
込
み
、

頑
張
れ
！　

子
ど
も
た
ち
。
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第
15
回「
鹿
児
島
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

9
団
体
へ
２
１
０
万
円
を
贈
呈

　

７
月
20
日
（
金
）、出
水
駅
東

口
広
場
に
お
い
て
出
水
支
店
友

の
会
24
人
、
大
口
支
店
友
の
会

21
人
の
計
45
人
の
参
加
の
下
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、「
近
隣
支
部

の
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
」

目
的
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、最
高
の
芝
の

状
態
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶

好
の
Ｇ
Ｇ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し

た
。
好
プ
レ
ー
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
数
多
く
出
る
な
ど
成
績
も

上
々
。
終
了
後
は
、
懇
親
会
も

開
催
さ
れ
、プ
レ
ー
の
反
省
や
お

互
い
の
近
況
報
告
、カ
ラ
オ
ケ
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
最
近
の
異
常
気
象
で
熱

中
症
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、心

配
ご
無
用
と
ば
か
り
に
参
加
者

一
同
、終
日
大
い
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
大
口

支
部
の
主
催
で
の
開
催
を
確
認

し
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
結
果
〉

　

優　

勝　

山
之
上　

守

　
　
　
　
　
　
　
（
大
口
支
部
）

　

準
優
勝　

倉
本　

幸
彦

　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
支
部
）

　

第
３
位　

諏
訪　

功
英

　
　
　
　
　
　
　
（
大
口
支
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　

今
回
で
第
15
回
目
と
な
る
「
鹿
児

島
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
7
月
28
日
（
土
）、九
州
労
働
金
庫

鹿
児
島
支
店
5
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
助

成
9
団
体
と
申
請
団
体
1
団
体
、
来

賓
・
審
査
委
員
・
ろ
う
き
ん
職
員
、

合
わ
せ
て
48
人
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

総
額
２
１
０
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
開
式
前
に
約
30
分
程
度

の
「
名
刺
交
換
会
」
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
・
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
開
会
に
際
し
、
主
催
者
を受賞団体代表と審査委員

挨拶する上脇事務局長（右から3人目）と、森田県本部長（左から2人目）

代
表
し
て
森
田
県
本
部
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
平
井
一
臣
審
査
委
員
長
よ

り
、「
N
P
O
の
活
動
領
域
が
広
範
囲

に
渡
っ
て
い
る
。
時
代
の
変
化
・
時

代
の
課
題
、行
政
で
は
な
か
な
か
す
ぐ

に
は
手
が
回
ら
な
い
こ
と
、で
も
人
々

が
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
課
題

を
N
P
O
の
活
動
が
反
映
し
て
い
る
。

児
童
虐
待
、痛
ま
し
い
出
来
事
、子
ど

も
の
問
題
・
子
ど
も
が
生
き
に
く
い
、

子
ど
も
に
と
っ
て
過
酷
な
社
会
に
あ

る
中
、
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
に
直

接
・
間
接
的
に
向
き
合
う
活
動
が
比

較
的
多
か
っ
た
。
災
害
な
ど
で
、子
ど

も
だ
け
で
な
く
高
齢
者
・
障
が
い
者

が
大
き
な
負
荷
を
被
る
現
実
が
あ
り
、

負
担
の
大
き
さ
、
自
己
解
決
・
自
助鹿児島大学生による移動式カフェ

YOUTH SENSE COFFEE 努
力
で
は
な
く
社
会
的
に
考
え
、
解

決
し
て
い
く
必
要
性
、地
域
・
集
落
の

力
が
無
い
と
、
災
害
の
回
避
や
災
害

後
の
取
り
組
み
も
難
し
い
。
N
P
O

は
社
会
の
毛
細
血
管
に
当
た
る
と
こ

ろ
。
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
力
を
出

し
合
い
な
が
ら
社
会
の
問
題
や
課
題

を
解
決
し
て
い
く
、行
政
と
も
一
緒
に

協
力
し
な
が
ら
社
会
を
支
え
る
運
動
。

今
後
も
活
動
を
充
実
さ
せ
、
社
会
を

生
き
活
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
目
録
贈
呈
や
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
、
今
回
助
成
さ
れ
た
団
体

の
紹
介
と
活
動
内
容
、
助
成
金
の
活

用
方
針
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
で
は
昨

年
度
の
助
成
団
体
に
お
け
る「
助

成
金
に
よ
る
活
動
報
告
」
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
鹿
児
島
大
学
の
学
生
が
立

ち
上
げ
た
移
動
式
コ
ー
ヒ
ー

ス
タ
ン
ド
「YO

U
TH

 SEN
SE 

CO
FFEE

」
の
皆
さ
ん
に
協
力

頂
き
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み

物
や
軽
食
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
団
体
を
立
ち
上
げ
た
経
緯

や
今
後
の
方
向
性
を
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出水支店・大口支店友の会交流

グラウンド
ゴルフ大会を
開催しました



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 693 号第 693 号
2018年8月15日2018年8月15日

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
に
「
要
望
書
」

財
形
制
度
改
善
に
向
け
た「
ろ
う
き
ん
」の
取
り
組
み

第
2
回
鹿
児
島
県
本
部
推
進
委
員
会
を
開
催

　

第
2
回
鹿
児
島
県
本
部
推
進
委
員

会
が
7
月
23
日
（
月
）、九
州
労
働
金

庫
鹿
児
島
県
本
部
3
階
大
会
議
室
で

県
本
部
推
進
委
員
4
人
、
支
店
・
地

域
推
進
委
員
17
人
全
員
が
参
加
す
る

中
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
①
推
進
委
員
会
の
経

過
、
②
6
月
末
概
況
及
び
重
点
課
題

の
取
り
組
み
状
況
、③
ツ
カ
ゆ
っ
ど（
つ

か
え
～
る
）
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、④

個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
推
進
、⑤
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、⑥
２
０
１
８
年
度
「
推
進
活

動
強
化
費
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

鎌
田
副
推
進
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、石
田
県
本
部
推
進
委
員
長

が
議
長
に
就
任
し
、そ
の
後
、森
田
県

本
部
長
・
谷
村
専
務
理
事
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
①
4
月
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
い
る
奨
学
金
借
換
専
用
ロ
ー
ン

「
つ
な
ぐ
」
の
反
響
・
反
応
・
問
い
合

わ
せ
は
ど
う
い
う
状
況
か
、②
支
店
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
に
向
け
て
「
各

支
店
の
取
り
組
み
の
共
有
化
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、9
月
末
に
向
け
た

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
と
個
人
型

Ｄ
Ｃ
の
取
り
組
み
等
の
全
議
案
が
全

体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ろ
う
き
ん
業
態
で
は
財
形
貯
蓄

の
ト
ッ
プ
バ
ン
ク
と
し
て
、毎
年
、

財
形
制
度
改
善
要
望
事
項
を
労
働

金
庫
連
合
会
（
以
下
、
連
合
会
）

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
提
出

し
て
い
ま
す
。

　

連
合
会
よ
り
、
5
月
16
日
に
提

出
し
た
「
要
望
書
」
は
、
事
務
手

続
き
の
改
善
に
関
す
る
要
望
事
項

（
１
項
目
）
以
外
は
、
中
央
労
福

協
の
「
政
策
・
制
度
要
求
」
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
係
省
庁
・

政
党
へ
の
要
請
活
動
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
魅
力
あ
る
財
形
制
度
と
す
る
た
め

に
以
下
の
改
善
を
行
う
こ
と
。）

1
．財
形
貯
蓄
制
度
の
導
入
促
進
と

融
資
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
行
っ
た
広
報
活
動
な
ど
を

検
証
し
、
実
効
性
の
あ
る
周
知
広
報

活
動
お
よ
び
支
援
を
行
う
こ
と
。
特

に
制
度
導
入
率
の
低
い
中
小
企
業
へ

の
周
知
・
普
及
に
向
け
た
取
組
を
強

化
し
、非
正
規
雇
用
労
働
者
、若
年
層

労
働
者
へ
の
周
知
等
が
行
き
渡
る
よ

う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
合
わ
せ
て

利
用
率
が
高
い
な
ど
優
良
な
中
小
企

業
に
対
し
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　

ま
た
、
定
年
退
職
後
再
雇
用
な
ど

で
雇
用
延
長
と
な
っ
た
勤
労
者
も
財

形
貯
蓄
が
継
続
で
き
る
こ
と
を
知
ら

な
い
事
業
主
や
勤
労
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど

で
周
知
す
る
他
、事
業
主
団
体
な
ど
を

通
じ
事
業
主
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
の

取
組
を
行
う
こ
と
。

2
．資
産
形
成
の
手
段
が
多
様
化
す
る

中
、特
に
「
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

に
つ
い
て
は
、自
助
努
力
に
よ
る
安
定

的
な
資
産
形
成
を
促
進
す
る
福
利
厚

生
制
度
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、財

形
貯
蓄
制
度
が
引
き
続
き
勤
労
者
に

と
っ
て
有
用
な
資
産
形
成
の
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、役
割
を
明
確
化
す
る
取
組

み
を
行
う
こ
と
。

3
．非
正
規
雇
用
労
働
者
の
福
利
厚
生

の
均
等
・
均
衡
待
遇
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
財
形

貯
蓄
制
度
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

4
．財
形
年
金
貯
蓄
及
び
財
形
住
宅
貯

蓄
の
非
課
税
限
度
額
を
、１
，０
０
０

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

5
．60
歳
以
降
の
雇
用
継
続
等
高
齢
者

の
雇
用
実
態
に
合
わ
せ
、
非
課
税
財

形（
住
宅
・
年
金
）契
約
時
の
年
齢
を

撤
廃
ま
た
は
引
き
上
げ
る
こ
と
。

6
．バ
リ
ア
フ
リ
ー
回
収
促
進
税
制
、

省
エ
ネ
改
修
促
進
税
制
に
合
わ
せ
、財

形
住
宅
貯
蓄
の
増
改
築
等
に
お
け
る

適
格
払
出
し
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、

省
エ
ネ
改
修
に
係
る
費
用
要
件
75
万

円
超
を
50
万
円
超
に
す
る
こ
と
。

　

合
わ
せ
て
、増
改
築
等
工
事
に
つ
い

て
は
、現
行
の
必
要
書
類
を
撤
廃
し
、

領
収
書
の
提
出
で
適
格
払
出
し
を
可

能
と
す
る
こ
と
。

7
．勤
務
先
の
都
合
に
よ
り
離
職
し
た

失
業
者
に
対
し
て
、
非
課
税
適
用
継

続
期
間
の
延
長
と
非
課
税
財
形
を
払

出
し
・
解
約
す
る
際
の
適
格
払
出
し

の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

8
．介
護
に
係
る
非
課
税
財
形
の
払
出

し
時
の
利
子
等
を
非
課
税
と
し
遡
及

課
税
し
な
い
扱
い
と
す
る
こ
と
。

（
事
務
手
続
き
の
改
善
を
行
う
こ
と
。）

１
．事
業
主
の
都
合
に
よ
り
勤
務
先
異

動
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
時
は
一

括
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

以
上

２
０
１
９
年
度
財
形
制
度
改
善

要
望
事
項



（4）全 労 済 鹿 児 島第 693 号第 693 号
2018年8月15日2018年8月15日

＜全労済わくわくフェスタ in 鹿児島＞
◆開催日時／2018年２月12日(月・祝日)
　　　　　　10時～14時
◆場　　所／全労済鹿児島推進本部会館
◆来場者数／約150名

＜全労済わくわくフェスタ in 鹿屋＞
◆開催日時／2018年２月17日(土)
　　　　　　10時～14時
◆場　　所／共済ショップぐりんぼう鹿屋店
◆来場者数／約200名

＜エフエムあまみラジオ特別番組放送＞
◆放送日／2018年５月14日（月）～19日（土）
◆内　容／�特別番組を編成し、共済商品を

ＰR

【2018年度 全労済鹿児島推進本部 基本方針】

①　�組合員とのつながりを「より深く、より長く」することを
めざし組合員と向き合うすべての場面で「お役立ち発想」
と「共創活動」を事務局全体で取り組みます。

②　�事業の維持・拡大をめざし、２０１８年度の最重点共済を
「自賠責共済｣、重点共済を「団体生命共済」「住まいる共済
(火災共済・自然災害共済)」「マイカー共済」「こくみん共済」
とします。

③　�マイカー共済の商品改定（２０１９年１月）を契機として
既加入者への丁寧な対応と加入拡大にむけた積極的な推進
活動を展開します。

④　�中期経営政策「New-Zetwork」（２０１８年～２０２１年）
の初年度として連合、労福協、労働金庫、推進本部推進機構
と連携し労働者自主福祉運動のさらなる発展に努めます。

第
１
回
全
労
済
九
州
統
括
本
部 

鹿
児
島
推
進
本
部 

組
合
員
代
表
者
会
議

報告

　

２
０
１
４
年
度
～
２
０
１
７
年
度
中
期
経
営
政
策
「Zetw

ork-60

」
の
最
終
年
度
、「
全
労
済
創
立
60
周
年
」「
ぐ
り
ん

ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
開
店
10
周
年
」
の
年
度
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
２
０
１
７
年
９
月
の
組
織
改
革
に
よ
る
内

部
基
盤
の
強
化
を
活
か
し
、
最
重
要
目
標
で
あ
る
「
事
業
の
回
復
」「
安
定
的
事
業
基
盤
の
確
立
」
を
果
た
し
た
う
え
で
、

さ
ら
な
る
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
発
展
と
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

■
事
業
の
概
況

　

最
重
点
共
済
で
あ
る
自
賠
責
共
済
を
中
心
と
し
て
、
重
点
共
済
で
あ
る
住
ま
い
る
（
火
災
・
自
然
災
害
）
共
済
、
団
体

生
命
共
済
、
マ
イ
カ
ー
共
済
を
協
力
団
体
・
居
住
域
・
共
済
代
理
店
を
と
お
し
て
、
推
進
強
化
を
図
り
、
前
年
度
に
続
き
、

口
数
が
純
増
と
な
り
ま
し
た
。　

■
共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
店 
開
店
10
周
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
「
共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
店
の
開
店
10
周
年
」
を
記
念
し
て
、2
月
12
日
（
月
・
祝
）
に
「
全

労
済
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
in
鹿
児
島
」
と
2
月
17
日
（
土
）
に
「
全
労
済
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
in
鹿
屋
」
を
開
催
し
、
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
14
日
～
19
日
の
６
日
間
に
か
け
て
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
奄
美
の
紹
介
と
共

済
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、エ
フ
エ
ム
あ
ま
み
ラ
ジ
オ
特
別
番
組
を
放
送
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
特
徴
的
な
活
動
に
つ
い
て
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表彰団体一覧

共済金　支払状況（全国）

共済金　支払状況（鹿児島県）

２
０
１
７
年
度　

共
済
活
動
表
彰
に
つ
い
て

報告

西
日
本
豪
雨
・
台
風
７
号
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

２
０
１
８
年
７
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
・
台
風
７
号
の

影
響
に
よ
り
、
西
日
本
の
広
範
囲
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

２
０
１
８
年
７
月
31
日
時
点
で
鹿
児
島
県
内
の
被
災
受
付
件

数
は
60
件
、
共
済
金
支
払
金
額
は
２
６
６
万
５
，１
５
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
で
は
、
２
０
１
８
年
７
月
31
日
時

点
で
の
被
災
受
付
件
数
が
５
，３
２
３
件
、
共
済
金
支
払
金
額

は
25
億
２
，３
２
８
万
５
，５
８
１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
迅
速
な
被
災
者
対
応
と
一
日
も
早
い
共
済
金
支
払
い

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
１
回
全
労
済
九
州
統
括
本
部
鹿
児
島
推
進

本
部
組
合
員
代
表
者
会
議
の
中
で
全
労
済
鹿
児

島
推
進
本
部
２
０
１
７
年
度
共
済
活
動
表
彰

が
行
わ
れ
、
榮
留
本
部
長
よ
り
各
部
門
１
位
の

協
力
団
体
へ
賞
状
と
副
賞
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
表
彰
は
「
全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部

共
済
活
動
表
彰
基
準
」
に
も
と
づ
い
て
順
位
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
新
規
契
約
件
数
・
契
約
率

の
部
は
２
０
１
７
年
度
の
新
規
契
約
件
数
と
当

該
協
力
団
体
の
組
織
人
員
に
も
と
づ
き
決
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
障
設
計
運
動
の
部

は
、
２
０
１
７
年
度
の
各
協
力
団
体
に
お
け
る

各
種
共
済
活
動
を
共
済
活
動
表
彰
基
準
別
表
に

も
と
づ
き
集
計
し
、
選
考
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
に
お
い
て
も
協
力
団
体
の
表

彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表彰された各部門１位の団体代表者

住まいる共済
（火災共済）

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部
1位 鹿児島県職員労働組合 1位 いわさきバス労働組合
２位 南国交通労働組合 ２位 南日本総合サービス互助会

住まいる共済 
（自然災害共済）

新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部
1位 鹿児島日産自動車労組 1位 全日通労働組合鹿児島県支部
２位 鹿児島市職員労働組合 ２位 喜界町職員組合

マイカー共済
新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

1位 私鉄鹿児島交通労働組合 1位 土佐屋労働組合
２位 鹿児島県建設技能者組合 ２位 日本放送協会集金労働組合　鹿児島支部

自賠責共済
新規契約　件数の部 新規契約　契約率の部

1位 鹿児島県職員退職者会 1位 生和糖業労働組合
２位 奄美市職員労働組合 ２位 富国製糖労働組合

団体生命共済

純増口数表彰
1位 大口電子労働組合
２位 鹿児島トヨタ労働組合
３位 南国殖産労働組合

生活保障設計
運動表彰

1位 屋久島電工労働組合
２位 京セラ労働組合（国分支部・川内支部・隼人支部）
３位 日本特殊陶業労働組合

被災受付件数 支払完了件数 支払金額

火災共済

5,323

852 766,063,764円

自然災害共済 546 1,755,861,217円

慶弔共済 32 1,360,600円

合計 1,430 2,523,285,581円

被災受付件数 支払完了件数 支払金額

火災共済

60

16 988,750円

自然災害共済 10 1,676,400円

合計 26 2,665,150円

2018年7月31日時点

2018年7月31日時点
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セ
ン
タ
ー
で
屋
久
島
全
体
の
説
明

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
屋
久
島
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
の
自
然
環
境
を
守
る
活
動
報

告
、
永
田
い
な
か
浜
で
の
う
み
が

め
講
座
を
受
け
、
自
然
の
壮
大
さ

を
感
じ
な
が
ら
も
、
一
方
で
自
然

環
境
保
護
の
大
事
さ
・

困
難
さ
を
再
認
識
す
る

こ
と
で
し
た
。
特
に
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
が
毎
年
数
千

頭
上
陸
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
永
田
い
な
か
浜
に
は

屋
久
島
の
奥
岳
か
ら
運

ば
れ
て
く
る
風
化
花
こ
う

岩
の
白
砂
と
い
う
自
然
の

営
み
と
地
域
の
継
続
し
た

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
、
浜

の
環
境
保
護
・
環
境
教

育
の
努
力
の
積
み
重
ね

が
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
と
っ
て

安
息
の
地
に
繋
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
う
こ
と
で
し

た
。

　

2
日
目
は
「
も
の
の
け
姫
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
白

谷
雲
水
峡
の
幽
玄
な
世
界
を
感

じ
な
が
ら
原
生
的
な
森
林
を
散
策

（
や
や
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
）。
そ
の

後
、
標
高
１
２
０
０
ｍ
に
広
が
る

仏
陀
杉
・
双
子
杉
と
い
っ
た
巨
木

や
く
ぐ
り
杉
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
名

を
持
つ
ヤ
ク
ス
ギ
を
鑑
賞
で
き
る

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
を
散
策
し
、
推

定
樹
齢
３
千
年
と
い
わ
れ
る
屋
久

島
の
代
表
的
な
杉
、
紀
元
杉
を
見

学
。
樹
高
19​·

５
メ
ー
ト
ル
、
胸
高

周
囲
８·

１
メ
ー
ト
ル
と
い
う
紀
元

杉
に
は
ヒ
ノ
キ
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど

の
着
生
樹
も
あ
り
、
森
閑
と
し
た

中
に
も
見
る
者
を
圧
倒
す
る
よ
う

な
厳
粛
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
平
成
17
年
の
大
雪

で
折
れ
た
縄
文
杉
の
枝
（
い
の
ち

の
枝
と
名
付
け
ら
れ
た
）
を
展
示

し
て
い
る
屋
久
杉
自
然
館
へ
。
そ

こ
で
は
、
屋
久
杉
の
長
生
き
の
秘

密
や
人
と
の
関
わ
り
、
貴
重
な
林 永田いなか浜で「海がめ」の産卵や生態について説明される津曲さん

世
界
自
然
遺
産
の

「や
く
し
ま
の
森
と
水
・
悠
久
の
大
自
然
」を
体
感

―
県
労
福
協
２
０
１
８
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in
屋
久
島
―

紀元杉の前で記念撮影

ヤクシカの出現

題
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
、
親

子
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
座
に
は
、
9
家
族
31
人
（
大

人
15
人
、子
ど
も
16
人
）
が
参
加
。

1
日
目
は
屋
久
島
環
境
文
化
村

　

逆
走
（
迷
走
）
台
風
一
過
の
8

月
3
日
（
金
）
か
ら
5
日
（
日
）

の
日
程
で
、
鹿
児
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
で
は
、「
世
界
自
然
遺
産

の
屋
久
島
の
自
然
を
体
感
す
る
」

「
自
然
環
境
保
護
の
重
要
性
と
課
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2018年度「次世代人材育成研修会」
　青年層を中心に「労働運動」「労働者自主福祉運動」に対
する理解や関心を高める活動の一環として次世代を担う「人
材育成研修」を開催します。

開催日：2018年９月１日（土） 14時～17時30分
会　場：パレスイン鹿児島
　　　　（鹿児島市樋之口町８−２）
講　演：多重債務者対策と自殺防止対策について
研　修：◆�連合鹿児島「非正規労働センター」の設置目的と

今後の活動について
　　　　◆九州労金・・労働者自主福祉事業について
　　　　◆全労済・・・　　　　　　〃
　　　　◆労福協・・・労福協活動について
　　　　※構成組織を通じて申し込みをお願いします。

楽しいパソコン教室のご案内
(鹿児島地区)
開 催 日：2018年10月13日（土）

　　　　　 　　ワード入門（初級）Excel入門（初級）
　　　　　　10月14日（日）
　　　　　 　　ワード入門（実務編）Excel入門（実務編）
　会　　場：アエールプラザ（鹿児島市中央町22－16－4F）
　定　　員：各日15人（先着順）
　開催時間：10時～16時（休憩60分／各自昼食）
(鹿 屋 地 区)
開 催 日：2018年10月27日（土）

　　　　　　　オリジナルのフォトアルバムを作ろう！
　　　　　　　　 ～パワーポイント編～
　　　　　　10月28日（日）
　　　　　　　年賀状を作ろう！～ワード編～
　会　　場：リナシティかのや情報プラザ1Fパソコン学習室
　　　　　　（鹿屋市大手町1番1号）
　定　　員：各日15人（先着順）
　開催時間：10時～15時（休憩60分／昼食各自）
問い合わせ先　　　
（一社）鹿児島県労働者福祉協議会

☎０９９－２５４－３８３２（平日9時～17時）

白谷雲水峡「がんばって！」「日本の滝百選」大川（おおこ）の滝で　みなさん笑顔で「はいチーズ」

屋久杉自然館で勉強中

業
の
映
像
、
屋
久
島
の
動
植
物
の

情
報
と
展
示
・
映
像
を
楽
し
み
ま

し
た
。
最
後
は
武
田
館
（
も
と
も

と
は
切
り
出
し
た
屋
久
杉
を
山
か

ら
里
に
お
ろ
す
会
社
だ
っ
た
ら
し

い
）
で
熟
練
の
職
人
技
か
ら
創
り

出
さ
れ
る
屋
久
杉
工
芸
品
を
見
な

が
ら
の
買
い
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
ま
ず
、
巨
大
な
花
こ

う
岩
と
壮
大
な
Ｖ
字
谷
、
落
差
約

60
メ
ー
ト
ル
と
い
う
千
尋
（
せ
ん

ぴ
ろ
）
の
滝
の
迫
力
を
満
喫
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ま
ん
て
ん
」

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
中
間
川
河

口
近
く
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
巨
木
群

へ
。
町
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念

物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
巨
木
群

の
下
か
ら
は
清
ら
か
な
湧
水
も
あ

り
、
心
が
洗
わ
れ
た
気
持
ち
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
屋
久
島
の
滝
で
は
最

大
規
模
を
誇
り
、「
日
本
の
滝
百

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
大
川
（
お

お
こ
）
の
滝
へ
。
九
州
一
の
高
さ

88
メ
ー
ト
ル
か
ら
豪
快
な
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
て
滑
り
落
ち
る
様
に
改

め
て
自
然
の
偉
大
さ
・
懐
の
深
さ

を
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
安
房
港
近
く
の
れ
ん

が
屋
で
昼
食
も
兼
ね
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
高
速
船
で
楽

し
い
思
い
出
と
自
然
の
あ
り
が
た

さ
を
胸
に
一
路
鹿
児
島
へ
。
植
生

が
垂
直
分
布
す
る
水
と
森
と
花
こ

う
岩
の
島
で
、
島
民
が
「
山
に
10

日
・
里
に
10
日
・
海
に
10
日
」
と

与
え
ら
れ
た
自
然
と
暮
ら
し
て
き

た
こ
と
、
新
た
に
Ｃ
Ｏ
2
フ
リ
ー

の
島
を
目
指
す
動
き
な
ど
、
改
め

て
県
労
福
協
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も

あ
る
「
共
生
」
を
考
え
直
す
こ
と

で
し
た
。
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め
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
ま

す
。

　

①
子
ど
も
や
学
生
の
頃
、
人

よ
り
う
ま
く
で
き
た
こ
と
は
？

　

②
時
間
を
忘
れ
て
熱
中
で
き

る
こ
と
は
何
で
す
か
？　

昔
は

何
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
か
？

　

③
力
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
う
人
は
だ
れ
で
す
か
？

　

④
愚
痴
を
言
え
る
人
は
？

　

⑤
お
金
を
か
け
て
も
い
い
と

思
う
趣
味
や
楽
し
み
は
？

　

⑥
好
き
な
食
べ
物
や
本
、
映

画
、
ゲ
ー
ム
、
サ
イ
ト
は
？

　

こ
の
答
え
を
リ
ソ
ー
ス
と
捉

え
、
問
題
解
決
の
た
め
に
活
用

で
き
な
い
か
を
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
起
き
ら
れ
ず
遅

刻
が
多
い
と
い
う
悩
み
に
は
、

15
分
早
め
に
家
を
出
て
、
目
的

地
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

で
、
大
好
き
な
飲
み
物
を
楽
し

む
こ
と
だ
け
を
ま
ず
考
え
て
起

き
る
よ
う
に
助
言
し
ま
す
。

　

好
き
な
も
の
の
た
め
に
は
脳

が
活
性
化
す
る
の
で
、
そ
れ
を

リ
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
す
る
の

で
す
。
誰
も
が
多
く
の
リ
ソ
ー

ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。
リ
ソ
ー

ス
は
宝
の
地
図
で
す
。
あ
な
た

も
ぜ
ひ
活
用
し
、
応
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

基
づ
い
た
物
語
は
２
０
１
４
年
の

連
載
開
始
時
か
ら
話
題
を
呼
び
ま

し
た
。Ｄ
Ｖ
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、

多
重
債
務
、
不
正
受
給
の
問
題
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
福
協
だ
よ
り
６
９
1
号
の
「
噴

火
口
」
の
記
事
の
よ
う
な
経
験
が
あ

り
ま
す
。
う
れ
し
い
よ
う
な
、年
取
っ

た
自
分
が
残
念
な
よ
う
な
、複
雑
な
気

持
ち
で
し
た
。
今
後
の
社
会
を
担
う

彼
女
の
よ
う
な
優
し
い
気
持
ち
の
方

が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

え
る
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る
よ
う
に
と

思
い
ま
す
。

（
指
宿
市
・
女
性
）

　

先
日
、初
め
て
、連
合
北
薩
地
協
の

イ
ベ
ン
ト
「
珈
琲
教
室
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
々
慌
た
だ
し
い
中
で
の
ほ
っ
と
し

た
ひ
と
と
き
…
。
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
、

お
し
ゃ
べ
り
で
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
時
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
、心

を
込
め
て
入
れ
る
こ
と
！　

ど
ん
な
時

で
も
気
の
持
ち
方
、感
謝
す
る
こ
と
っ

て
大
切
だ
な
ー
と
思
い
ま
す
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　

九
州
ろ
う
き
ん
を
子
ど
も
の
仕
送

り
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
と
て
も

便
利
で
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

（
霧
島
市
・
男
性
）

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
を

読
み
、最
近
知
人
が
介
護
施
設
に
入

居
し
た
も
の
の
、狭
く
閉
鎖
的
な
環

境
に
胸
を
痛
め
て
い
た
の
で
、考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い
の
す
み
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
施
設
、日
本
も
考

え
て
欲
し
い
制
度
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

4
月
か
ら
新
規
採
用
で
入
職
し

ま
し
た
。
ろ
う
き
ん
や
共
済
、さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
取
り
入
れ
て
少
し

で
も
詳
し
く
な
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
出
水
郡
・
男
性
）

　

リ
ソ
ー
ス
と
は
、
資
金
や

人
員
、
場
所
、
物
品
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
資
源
」
の
こ

と
。
心
理
学
で
は
、
心
の
健

康
の
維
持
や
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
資
源
―
人
が
持
つ

力
や
長
所
、
特
技
、
好
き
な

も
の
、
趣
味
、
家
族
・
友
人

な
ど
―
が
リ
ソ
ー
ス
で
す
。

　

多
く
の
人
が
自
分
の
リ

ソ
ー
ス
に
気
付
か
ず
、
欠
点

や
足
り
な
い
部
分
ば
か
り
に

注
目
し
て
落
ち
込
み
、
自
信

を
持
て
ず
に
い
ま
す
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
は
問
題
の

解
決
の
た
め
、
そ
の
人
の
リ

ソ
ー
ス
を
再
発
見
し
、
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
に
手
助
け

し
ま
す
。　

　

リ
ソ
ー
ス
を
見
つ
け
る
た

新しいビジネス用語から
学ぶ心理学

前向きに生きるコツ

⑫リソース発見　悩みを解決!

健康で文化的な最低限度の生活
　

7
月
ス
タ
ー
ト
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
。
生
活
保
護
が
テ
ー
マ
で
す
。
主

人
公
は
自
治
体
福
祉
事
務
所
に
就
職

し
た
新
人
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
義
経

え
み
る
。「
公
務
員
の
給
与
は
血
税
」

「
保
護
受
給
者
で
も
、
働
け
る
者
は

就
労
さ
せ
ろ
」
と
い
う
上
司
に
戸
惑

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
保
護

受
給
者
の
た
め
に
奮
闘
す
る
様
子
が

描
か
れ
ま
す
。
出
演
者
は
吉
岡
里
帆

さ
ん
、
井
浦
新
さ
ん
、
川
栄
李
奈
さ

ん
（
元
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
）
ら
。

　

原
作
は
、
週
刊
漫
画
誌
で
連
載
中

の
柏
木
ハ
ル
コ
さ
ん
の
同
名
作
品
。

現
職
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
取
材
に

読
　
者

か
ら
の

声

229

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子
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女
性
委
員
会
主
催
・
北
薩
地
域
労

福
協
共
催
で
「
珈
琲
教
室
」
を
６
月

17
日
（
日
）、薩
摩
川
内
市
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
調
理
研
修
室
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、子
ど
も
１
人

を
含
め
て
30
人
。

　

講
師
の
薩
摩
川
内
市
「
珈
琲
倶
楽

部　

船
倉
」の
船
倉
美
千
代
オ
ー
ナ
ー

か
ら
、コ
ー
ヒ
ー
豆
の
産
地
や
種
類
、

産
地
か
ら
日
本
に
届
く
ま
で
の
過
程

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、色
々
な
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方

に
つ
い
て
も
学
び
、船
倉
さ
ん
は
「
愛

と
感
謝
」
を
一
緒
に
い
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、言
葉
が
持
つ
力
に
つ
い
て
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
、お
湯
の
太

さ
を
一
定
に
、で
き
る
だ
け
豆
に
衝
撃

を
与
え
な
い
よ
う
に
と
の
説
明
を
受

　

南
薩
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、

定
期
総
会
を
7
月
20
日
、
南
さ
つ
ま

市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
、
松
田
南
薩
地
域

労
福
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、県
労

福
協
畑
中
専
務
理
事
、
諏
訪
南
さ
つ

ま
市
議
の
来
賓
挨
拶
を
受
け
、
議
事

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
の
活
動
経
過
・
収

支
決
算
の
承
認
後
、「
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
」、

「
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
」
並
び
に

「
労
働
者
福
祉
運
動
の
基
盤
強
化
」
な

ど
に
つ
い
て
は
、県
労
福
協
と
協
同
し

て
取
り
組
む
こ
と
、自
主
福
祉
事
業
に

つ
い
て
は
、南
薩
地
域
全
地
域
で
、積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
柱
と
す
る

２
０
１
８
年
度
活
動
計
画
（
案
）・
収

支
予
算
（
案
）
を
全
会
一
致
で
承
認

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、労
働
者
福
祉
促
進
事
業
、

地
域
労
福
協
支
援
事
業
で
構
成
さ
れ

る
、自
主
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、南

薩
地
域
４
ブ
ロ
ッ
ク
全
て
に
お
い
て
、

　

第
26
回
大
隅
地
域
労
福
協
定
期
総

会
を
7
月
25
日
（
水
）、ホ
テ
ル
大
藏

で
開
催
し
ま
し
た
。
吉
見
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、県
労
福
協
畑
中
専
務
理

事
、西 
生
剛
大
隅
地
域
振
興
局
総
務

企
画
部
長
、
前
野
義
春
鹿
児
島
県
議

会
議
員
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、２
０
１
７
年
度
の
活
動
・

経
過
報
告
、
２
０
１
８
年
度
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
提
案
・
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
奨
学

金
問
題
に
つ
い
て
、給
付
型
奨
学
金
が

導
入
さ
れ
た
が
、ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

あ
り
今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
7
月
28
日
、

夏
空
の
下
、天
城
町
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー

チ
で
約
１
０
０
人
の
会
員
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
参
加
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
「
思
い
っ
き
り
海
遊

び
Ｄ
ａ
ｙ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
思
い
出

と
し
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
親
も
負

け
じ
と
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト
バ

イ
ク
に
大
は
し
ゃ
ぎ
を
し
た
後
、準
備

し
た
か
き
氷
で
体
を
冷
や
し
て
い
る

姿
は
南
国
の
夏
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

テ
ン
ト
の
下
で
ビ
ー
ル
片
手
に
焼

き
肉
を
頬
張
り
な
が
ら
交
流
を
し
た

後
は
、西
の
海
に
沈
む
夕
日
を
バ
ッ
ク あいさつする吉見会長

早く遊びたい!!

「
こ
ん
な
に
個
性
が
出
る
な
ん
て
！
」

北
薩
地
域
労
福
協

第
26
回
大
隅
地
域
労
福
協
定
期
総
会

大
隅
地
域
労
福
協

「
夏
休
み
～
思
い
っ
き
り

海
遊
び
Ｄ
ａ
ｙ
」

奄
美
地
域
労
福
協（
徳
之
島
ブ
ロ
ッ
ク
）

第
17
回
南
薩
定
期
総
会

南
薩
地
域
労
福
協

け
て
実
践
す
る
も
の
の
、そ
れ
ぞ
れ
個

性
が
出
て
、お
互
い
に
味
比
べ
を
し
た

ら
、同
じ
道
具
で
、同
じ
豆
を
使
っ
て

い
れ
て
い
る
の
に
、全
然
違
う
味
に
な

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
自
分
で
心

を
込
め
て
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ

を
味
わ
い
、参
加
者
か
ら
は
、感
想
や

質
問
も
多
く
出
さ
れ
、楽
し
い
中
で
終

了
し
ま
し
た
。

講師を囲んで

第17回南薩定期総会

「
１
事
業
＋
α
」
を
合
言
葉
に
複
数
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
本
年
度
の
必

須
事
項
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

に
、九
州
ろ
う
き
ん
、全
労
済
か
ら
各

種
取
り
組
み
と
商
品
説
明
な
ど
が
あ

り
、さ
ら
な
る
連
携
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

に
家
族
写
真
を
撮
る
家
族
も
見
ら
れ
、

思
い
出
に
残
る
日
に
な
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

　

炎
天
下
の
中
の
テ
ン
ト
張
り
や
火

お
こ
し
、そ
し
て
最
後
の
片
付
け
ま
で

多
く
の
参
加
者
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
“
汗
た
っ
ぷ
り
笑
顔
い
っ
ぱ
い
”
の

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

第
６
回
通
常
総
会
以
降
に
変

更
に
な
っ
た
役
員

新
理
事
長　

榮
留　

道
夫

新
副
理
事
長　

森
田　

周
一

就
任
日　

７
月
18
日
（
水
）

［
第
２
回
理
事
会
］
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
庭
の
木
を
…
…
市
で
買
う

４
　
作
詞
・
作
曲
は
さ
だ
ま
さ

し
。
山
口
百
恵
の
代
表
的

な
名
曲

７
　�

イ
ン
ド
洋
の
熱
帯
低
気
圧

9
　
♪
松
原
遠
く
消
ゆ
る
と
こ
ろ
〜

10
　
血
縁
関
係
の
な
い
…
…
の
兄
弟

11
　
あ
る
き
っ
か
け
で
急
に
意

欲
的
に
な
る
こ
と
。
…
…

が
入
る

12
　
隙
間
や
暇
と
い
う
意
味
も

あ
り

14
　
英
語
で
は
「
レ
ジ
ャ
ー
」

16
　
約
３
９
２
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

17
　
キ
ュ
ウ
リ
と
メ
ロ
ン
は
…
…
科

の
仲
間
で
す

18
　「
草
履
」
っ
て
読
め
ま
す
か

20
　
二
十
面
相
は
怪
人
、ル
パ
ン
は
？

22
　
同
窓
会
で
昔
の
…
…
に
会
う

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー

ム
ー
ン
」
の
主
人
公
は
月

野
…
…

２
　�

１
９
７
９
年
に
ヒ
ッ
ト
し

た
Ｓ
Ｆ
映
画
。
恐
怖
の
舞

台
は
宇
宙
船

３
　
花
札
で
９
月
の
花

４
　�

仲
の
よ
い
間
柄
。
…
…
に
す
る

５
　�
虫
垂
炎
の
俗
称

６
　
水
墨
画
は
…
…
絵
と
も
い
う

8
　
無
駄
、損
失

13
　
よ
く
ア
リ
と
比
較
さ
れ
ま
す
ね

15
　
代
表
曲
は
「
あ
ず
さ
２
号
」

16
　
一
つ
の
会
社
の
仕
事
だ
け
を
す

る
こ
と
。
…
…
歌
手

19
　�

相
手
の
…
…
を
か
い
て
大

勝
利

20
　�

…
…
チ
ェ
イ
ス
、…
…
マ
ニ
ア

21
　
そ
の
太
さ
の
単
位
は
デ

ニ
ー
ル
や
テ
ッ
ク
ス

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/答え

「シガイセン（紫外線）」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

安
山
マ
リ
モ	

東　
　

和
宏

　

諏
訪
免
節
子	

河
野
眞
佐
子

　

早
水　

英
行	

早
﨑　

当
和

　

村
山
美
寿
穂	

岩
元　

由
美

　

田
代　

賢
一	

徳
田　

利
光

　

有
薗　

毅
朗	

岩
下　

菊
美

　

長
谷
川
恭
子	

金
久　

一
毅

　

牧
尾　

浩
一	

林　
　
　

平

　

酒
井　

理
映	

清
水
公
一
郎

　

茗
荷
谷
知
未	

諏
訪
元　

克

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
８
年
9
月

6
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

7
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
96

通
で
、
96
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。


